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【背景】周期構造をもったプラズモニック吸収体を非冷却赤外線センサの受光部に導入すること

で、波長検知が可能な波長選択型赤外線センサを開発した[1,2]。波長選択型非冷却赤外線センサ

は、吸収体以外の不要な赤外線吸収が長波長域での課題であった。今回、不要な吸収の影響を除

去することを目的として、差分動作を実現するセンサ構造を提案する。 

【差分構造】Fig.1 のように、周期構造画素と周期構造の無い平坦なリファレンス画素をセンサの

極性が逆になるように直列に組み合わせ、差分を出力することで、吸収体以外の領域における不

要な吸収の影響を除去する。プラズモニック吸収体表面周期は 5.5 µm、検知波長は 5.5 µmである。 

【結果と考察】Fig.2のように、差分動作前の 2つのセンサは長波長域で吸収が大きく、感度が上

昇していたが、差分動作を行うことで、Fig.3 の示すように、長波長域での感度上昇が抑制され、

差分動作の有効性が実証された。 

                              

 

       

【参考文献】 

[1]S.Ogawa, K.Okada, N.Fukushima and 

M.Kimata,Appl.Phys.Lett.100,0211(2012). 

[2]S.Ogawa, J.komoda, K.Masuda and M.Kimata, 

Opt.Eng.52,127104(2013).   

Fig.2 Spectral responsivity  

Fig.3 Differential spectral responsivity 
Fig.1 Sensor structure 

第63回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2016 東京工業大学 大岡山キャンパス)21p-P17-13 

© 2016年 応用物理学会 11-455


